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地域のつながりに支えられて～探究活動とはま親制度～

　町のコミュニティ・スクール事業の一環として、教育委員会では子供支援連絡協議会を開催しています。今
冬も、子供の支援に携わる各協力団体・施設が主体となり、子供たちの居場所づくりとして学習・体験活動を
企画、実施しました。短い冬休みの間でしたが、感染防止対策を講じながら、子供たちは充実した時間を過ご
しました。

　各団体・施設の活動に興味をもち、これからぜひ参加してみたいと思った人は、各団体などに直接申し込むか、
右記QRコードをご参照、または教育委員会学務課までご連絡ください。さらに今後、子供たちの
主体的で意欲的な活動を充実させていくために、アイディア・提案をお持ちの皆さん、一緒に活動
を考え、取り組みにご協力いただける個人・団体の皆さんからのご連絡も併せてお待ちしています。

　震災後 10年以上にわたり交通保安員をお務めいただいた吉
よし
田
だ
正
まさし
さんが、昨年

12月末をもって退任されました。吉田さんには大槌橋付近をはじめ町内の通学路
で、朝夕の登下校時の子供たちの見守り活動にご尽力いただきました。長年のご
功労に深く感謝申し上げます。
　また、今年１月から三

み
浦
うら
文
ふみ
雄
お
さんが後任を務めてくださっています。見かけた

際は、ぜひ明るいあいさつを交わしていただければと思います。

子供たちに充実した学習・体験の機会を提供するために

大槌高校の学校生活や日々の様子を町民の皆さんにお伝えします！
大槌高校だより 大槌高校のnoteでも

行事などの様子を
発信しています！

子供たちの安全のために、ありがとうございました

　大槌高校では、高校魅力化の取り組みが始まって今年度で４年目となり、地域と連携した学びの機会が、
年々充実してきています。今回の広報おおつちでは、今年度特に地域と関わりの深い活動である、１年生
を対象にした探究活動「S

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

IMulation おおつち」と、はま留学生を対象にした「はま親制度」の活動につい
て紹介します。

　1年生の生徒は「三陸みらい探究」という授業の中で、町の地域課題に対する解決策を構想する「SIMulation
おおつち」という取り組みを行っています。大槌町議会に設定していただいた６つのテーマに対する解決策を、
テーマに関係する事業所や住民のもとでの調査活動を通して構想していきます。

　１・２年生には、岩手県外から入学した「はま留学生」が在籍しています。そして今年度から、はま留学生
が地域住民や団体と家族のように交流し、将来にわたって大槌町に関わりたいと思ってもらえるような関係を
築くことを目的とした「はま親制度」を開始し、様々な活動を行っています。

地域課題の解決策を構想する！「SIMulationおおつち」

はま留学生と地域が交流する「はま親制度」
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高校生が構想する地域課題テーマ 大槌町議会によるテーマ説明会

大槌町内フィールドワーク

テーマ①
　大槌の資源を活かし、
　地域経済の好循環を図るための施策を考えよ

テーマ②
　地域食堂（子ども食堂）を通じた
　食育（健康）を推進するための施策を考えよ

テーマ③
　郷土芸能を活用した、
　交流人口拡大のための施策を考えよ

テーマ④
　三陸鉄道の利用者数増加に向けた施策を考えよ

テーマ⑤
　ふるさと納税で多くの寄付を集める施策を考えよ

テーマ⑥
　震災の体験を風化させず、
　次世代に継承するための施策を考えよ

　10 月 11 日（火）に、大槌町議
会の芳賀潤議員、菊池忠彦議員、澤
山美惠子議員、阿部俊作議員に来校
いただき、テーマに関する説明をし
ていただきました。説明の後には、
少人数のグループに分かれ、各議員
と生徒の間で、地域の課題に対する
質疑応答が活発に行われました。

　今年度は個人・団体合わせて８組登録し、土日や長期休暇の期間を利用して交流を行ってきました。活動の内容は、
お茶っ子、畑仕事、釣り、地域のボランティアなど様々な形式で、どの活動も、県外出身の生徒たちにとってはと

ても新鮮で満足度の高いものになっています。また、はま親の登録者か
らも、「若い子の声が地域に響き渡ることで活気が出る」といった感想が
聞かれ、生徒とはま親双方にとって有意義な時間となっています。

・�都会ではできない新たな経験ができて良かった。
・�地域の方に温かく歓迎してもらい、安心して住める場
所だと思った。
・�大槌町の知らないことや進路の相談など、ざっくばら
んに話せてとても楽しかった。

　11 月 4日（金）には大槌町内フ
ィールドワークを実施しました。活
動の前半では大槌町役場にご協力い
ただき、各テーマの所管課に対して、
町としての取り組みをヒアリングし
ました。また、後半ではテーマに関
連する施設や住民のもとを訪れ、施
設見学や交流活動を行いました。

生徒の
感想
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